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▲課題や要望を述べる学生

▲学長と学生の対談会場の様子

▲研究大学強化促進事業の支援対象機関に選定された岡山大学
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「研究大学強化促進事業」
支援対象機関に選定

世界で戦える
リサーチ・ユニバーシティを目指す

文
部
科
学
省
の
「
研
究
大
学
強
化

促
進
事
業
」
の
支
援
対
象
機
関
に
８

月
６
日
、
岡
山
大
学
が
選
定
さ
れ
た
。

本
事
業
は
、
大
学
等
に
お
け
る

研
究
力
強
化
を
促
進
し
、
世
界
水
準

の
優
れ
た
研
究
活
動
の
支
援
を
目
的

に
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
事
業
で
、

岡
山
大
学
を
含
め
22
の
「
リ
サ
ー
チ
・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
研
究
大
学
）」

を
選
定
。
選
定
さ
れ
た
機
関
は
今
年

度
か
ら
10
年
間
、
本
事
業
の
支
援
を

受
け
る
。

本
学
は
、「
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
：
岡
山
大
学
」
の
実
現
を
目

指
し
、
執
行
部
の
研
究
ブ
レ
ー
ン
で

研
究
推
進
役
の
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
U
R
A
）
を
配

置
。
国
内
外
の
研
究
市
場
分
析
や
本

学
の
研
究
力
分
析
、
重
点
研
究
コ
ア

の
選
定
な
ど
を
精
力
的
に
進
め
て
き

た
。
本
決
定
を
受
け
、
本
学
は
、
研

究
推
進
の
核
と
な
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

最
先
端
融
合
研
究
機
構
」
を
創
設
し
、

研
究
力
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
。

具
体
的
に
は
、
森
田
潔
学
長
の
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
山
本
進

一
研
究
担
当
理
事
や
U
R
A
ら
が
、

ト
ッ
プ
研
究
者
の
戦
略
的
支
援
と
重

点
研
究
コ
ア
の
更
な
る
充
実
な
ど
、

文
系
・
理
系
の
区
別
を
問
わ
ず
、
革

新
的
な
研
究
改
革
を
推
し
進
め
、
世

界
で
戦
え
る
研
究
大
学
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
て
い
く
。

岡
山
大
学
病
院
は
７
月
１
日
、
重

い
肺
の
病
気
に
苦
し
む
３
歳
の
男
児

に
、
母
親
の
肺
の
「
中
葉
」
部
分
を

移
す
生
体
肺
移
植
を
実
施
し
、
無
事

成
功
し
た
。
生
体
肺
中
葉
移
植
の
成

功
は
世
界
初
で
、
同
時
に
国
内
最
年

少
患
者
へ
の
肺
移
植
と
な
っ
た
。

今
回
の
手
術
の
背
景
に
は
、
改
正

臓
器
移
植
法
施
行
後
３
年
た
っ
た

今
も
、
15
歳
未
満
の
脳
死
ド
ナ
ー

が
２
人
し
か
現
れ
て
お
ら
ず
（
手
術

実
施
時
点
）、
脳
死
移
植
の
可
能
性

は
低
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
担
当
医
が
男
児
の
両
親
と
話

し
合
い
、
生
体
肺
中
葉
移
植
に
臨
ん

だ
。
通
常
、
生
体
肺
移
植
は
肺
活
量

の
多
い
「
下
葉
」
部
分
で
行
う
が
、

体
の
小
さ
い
子
ど
も
に
と
っ
て
大
人

の
「
下
葉
」
は
大
き
す
ぎ
る
こ
と
が

多
く
、「
下
葉
」
よ
り
も
小
さ
い
「
中

葉
」
を
使
う
こ
と
で
こ
の
課
題
を
ク

リ
ア
し
た
。
手
術
後
、
男
児
は
大
好

き
な
新
幹
線
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ

り
、
た
こ
焼
き
を
頬
張
る
な
ど
、
順

調
に
回
復
し
９
月
26
日
、
無
事
退
院

し
た
。

執
刀
医
の
大
藤
剛
宏
呼
吸
器
外
科

准
教
授
は
、「
こ
の
手
術
の
成
功
は

今
ま
で
体
が
小
さ
す
ぎ
て
移
植
を
あ

き
ら
め
て
い
た
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
救
う
道
し
る
べ
と
な
っ
た
。
今
後

は
移
植
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
の
命
を
救
え
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

岡
山
大
学
病
院
は
６
月
26
日
、
妊

婦
の
血
液
で
胎
児
の
染
色
体
異
常
を

調
べ
る
新
し
い
出
生
前
診
断
の
実
施

施
設
に
中
国
地
方
で
初
め
て
認
定
さ

れ
た
。
臨
床
遺
伝
専
門
医
の
資
格
を

持
つ
産
婦
人
科
医
師
と
小
児
科
医
師

ら
が
担
当
し
、
７
月
11
日
か
ら
診
断

を
開
始
し
た
。

新
し
い
出
生
前
診
断
は
、
母
体
血

中
の
D
N
A
断
片
の
量
の
比
か
ら
胎

児
が
染
色
体
異
常
を
も
つ
可
能
性
を

示
す
非
確
定
的
検
査
だ
が
、
血
液
だ

け
で
簡
便
に
検
査
で
き
る
た
め
、
妊

婦
が
検
査
の
意
義
や
結
果
の
解
釈
を

十
分
に
理
解
し
な
い
ま
ま
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
検
査
前
と

検
査
後
に
十
分
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
岡
山
大
学

病
院
で
は
、
診
断
対
象
を
①
胎
児
が

ダ
ウ
ン
症
な
ど
の
可
能
性
を
指
摘
さ

れ
た
②
以
前
の
妊
娠
で
胎
児
が
ダ
ウ

ン
症
な
ど
だ
っ
た
③
出
産
予
定
日
の

年
齢
が
35
歳
以
上
︱
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
妊
娠
10
週
以
上
16
週
未
満

の
妊
婦
と
し
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
か
ら
の
紹
介
で
予
約
を
受
け
付

け
て
い
る
。
８
月
８
日
ま
で
に
18
組

の
夫
婦
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
、

12
組
の
夫
婦
が
診
断
結
果
を
受
け

取
っ
た
。
産
科
婦
人
科
の
平
松
祐
司

教
授
は
、「
本
検
査
は
胎
児
に
と
っ
て

は
非
侵
襲
的
検
査
だ
が
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
で
検
査
の
特
徴
や
限
界
を
理

解
し
た
上
で
受
検
し
て
ほ
し
い
。
日

本
産
婦
人
科
学
会
、
日
本
医
学
会
等

の
出
し
た
指
針
に
則
っ
て
正
し
く
運

用
さ
れ
広
く
普
及
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

世界初�生体肺中葉移植に成功
３歳の男児に母親の肺の「中葉」部分を移植

岡山大学病院が新出生前診断
実施施設に認定
中国地方初　７月から実施

▲遺伝子カウンセリングを行う担当医

岡
山
大
学
は
、
地
域
・
社
会
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
大
学
に
発
展
し
て
い

く
た
め
、
学
生
や
若
手
教
職
員
の
意

見
を
大
学
運
営
に
反
映
す
る
「
学
長

と
学
生
・
若
手
教
職
員
と
の
対
談
」

を
企
画
し
、
８
月
５
日
、
第
１
回
目

と
し
て
森
田
潔
学
長
と
学
部
生
が
教

育
・
研
究
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

対
談
す
る
「
学
長
と
学
生
と
の
対
談
」

を
本
部
棟
で
開
催
し
た
。

全
11
学
部
1
コ
ー
ス
か
ら
13
人
が

出
席
。
許
南
浩
企
画
・
総
務
担
当
理

事
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
、
学
生

ら
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
自

身
の
学
部
・
コ
ー
ス
の
紹
介
、
本
学

の
良
い
点
、
本
学
へ
の
要
望
な
ど
活

発
に
意
見
を
述
べ
た
。
図
書
館
の
開

館
時
間
延
長
や
取
得
可
能
単
位
の
上

限
緩
和
、
学
部
間
の
交
流
強
化
、
留

学
手
続
き
の
統
一
と
い
っ
た
要
望
に
、

森
田
学
長
と
許
理
事
が
丁
寧
に
回
答

し
、
今
後
の
検
討
事
項
や
課
題
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。「
こ
れ
か
ら
日
本
の

中
で
、
岡
山
大
学
は
ど
ん
な
存
在
に

な
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
、
森
田

学
長
は
「
教
育
、
研
究
、
外
部
評
価
、

国
際
す
べ
て
に
注
力
し
、
世
界
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
０
０
位
以
内
、
日

本
で
は
10
位
以
内
に
入
る
よ
う
な
、

世
界
で
も
地
域
で
も
存
在
感
の
あ
る

大
学
を
目
指
す
」
と
力
強
く
答
え
た
。

生体肺中葉移植▶
手術の様子　

文部科学省 研究大学強化促進事業：
http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/
sokushinhi/�33���0.htm

「学長と学生の対談」を開催
学生や若手教職員の意見を大学運営に反映
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▲植木鉢にヒマワリ種子を植える生徒ら

▲「がん陽子線治療センター」の完成予想図
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▲�開設を発表した森田学長（左から３人目）
と浮田理事長（左から４人目）ら

「がん陽子線治療センター」開業へ
津山中央病院と共同運用

岡
山
大
学
と
財
団
法
人
津
山
慈

風
会
・
津
山
中
央
病
院
は
７
月
26

日
、「
岡
山
大
学
・
津
山
中
央
病
院

共
同
運
用
／
が
ん
陽
子
線
治
療
セ
ン

タ
ー
」
を
津
山
中
央
病
院
敷
地
内
に

開
設
し
、
平
成
28
年
３
月
の
開
業
を

目
指
す
と
発
表
し
た
。
陽
子
線
や
重

粒
子
線
な
ど
の
粒
子
線
治
療
を
行
う

施
設
は
現
在
、
全
国
で
11
施
設
の
み

で
、
本
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
れ
ば
、

中
四
国
地
方
初
の
粒
子
線
治
療
施
設

と
な
る
。

同
日
行
わ
れ
た
記
者
発
表
で
、
岡

山
大
学
の
森
田
潔
学
長
と
財
団
法
人

津
山
慈
風
会
の
浮
田
芳
典
理
事
長
は

「
今
後
の
医
療
や
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

方
向
を
広
げ
る
取
り
組
み
。
本
セ
ン

タ
ー
の
開
設
で
岡
山
県
の
医
療
産
業

都
市
化
を
推
進
し
、
県
北
部
の
活
性

化
に
も
貢
献
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

岡
山
大
学
病
院
の
金
澤
右
副
病
院
長

が
本
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
た
。

が
ん
治
療
で
は
電
磁
波
の
X
線

を
用
い
た
放
射
線
治
療
が
主
流
だ

が
、
粒
子
線
は
腫
瘍
に
集
中
し
て

照
射
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
辺

の
正
常
な
臓
器
へ
の
影
響
が

少
な
い
利
点
が
あ
る
。
今
後
、

が
ん
患
者
の
半
数
程
度
が
こ

う
し
た
放
射
線
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
本
学

で
も
導
入
を
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
津
山
中
央
病
院
か
ら

岡
山
大
学
で
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の

初
等
理
数
科
教
育
の
質
の
向
上
を
目

的
と
し
た
研
修
に
参
加
し
て
い
た
同

地
域
の
教
育
関
係
者
12
人
が
９
月

３
日
、
岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
小

学
校
で
算
数
と
理
科
の
実
践
授
業
を

行
っ
た
。

教
育
関
係
者
ら
は
、
分
数
や
燃
焼
、

光
合
成
を
学
ぶ
６
年
生
の
授
業
を
担

当
。
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
が
好
き
な

ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
て
導
入
部
分
か
ら

授
業
に
引
き
込
み
、「
授
業
の
め
あ

て
」を
自
分
で
考
え
さ
せ
る
な
ど〝
学

習
者
中
心
〟
の
授
業
を
展
開
し
た
。

通
訳
を
介
し
て
英
語
で
授
業
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
言
葉
は
わ

か
ら
な
く
て
も
授
業
は
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」、「
発
表
に
明
る
く
応
え
て

く
れ
、
や
る
気
が
出
た
」
な
ど
、
普

段
と
違
う
授
業
に
顔
を
輝
か
せ
て
い

た
。教

員
が
一
方
的
に
教
え
る
詰
め
込

み
型
の
授
業
が
多
い
ア
フ
リ
カ
地
域

か
ら
来
た
教
育
関
係
者
ら
は
、
約
２

カ
月
間
の
研
修
で
同
小
学
校
の
授
業

を
見
学
し
、
教
員
の
発
問
や
授
業
運

用
を
研
究
、
分
析
。
本
学
教
員
の
指

導
を
受
け
、
来
日
前
に
作
成
し
た
指

導
案
を
改
善
し
、
実
践
授
業
に
臨
ん

だ
。子

ど
も
が
活
発
に
意
見
を
述
べ
る

同
小
学
校
の
授
業
に
驚
き
、
本
研
修

で
教
育
に
対
す
る
自
ら
の
姿
勢
が
変

わ
っ
た
と
い
う
ア
ン
ゴ
ラ
共
和
国
の

小
学
校
教
員
指
導
者
、
カ
ー
ラ
さ
ん

は
、「
子
ど
も
の
考
え
を
引
き
出
す

方
法
や
活
動
の
取
り
入
れ
方
な
ど
、

学
ん
だ
ス
キ
ル
を
ア
ン
ゴ
ラ
の
小
学

校
教
員
に
伝
え
る
と
と
も
に
自
分
で

も
研
修
成
果
を
生
か
し
た
授
業
を
実

践
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

オープンキャンパスを開催
高校生らが岡大体験

アフリカ地域の教育関係者が
附属小で実践授業 

子どもたち�「やる気出た」
▼�熱心に授業をするアフリカ地域の教育関係者

◀バスで多くの高校生が来学
（理学部付近）

ロ
シ
ア
の
「Bion-M

1

ミ
ッ
シ
ョ

ン
国
際
宇
宙
教
育
実
験
」
に
日
本
側

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し

て
い
る
岡
山
大
学
資
源
植
物
科
学
研

究
所
の
杉
本
学
准
教
授
は
７
月
10
日
、

宇
宙
を
旅
し
た
ヒ
マ
ワ
リ
種
子
を
笠

岡
市
の
大
島
中
学
校
に
届
け
た
。

同
実
験
は
、
笠
岡
市
と
浅
口
市

の
小
中
学
生
が
準
備
し
た
ヒ
マ
ワ
リ

の
種
子
を
ロ
シ
ア
の
無
人
宇
宙
船

「Bion-M
1

」
に
載
せ
、
１
カ
月
間
地

球
軌
道
上
を
周
回
。
帰
還
し
た
種
子

を
栽
培
し
、
宇
宙
環
境
が
種
子
の
生

存
や
成
長
に
及
ぼ
す
影
響
を
観
察
す

る
も
の
。

同
日
、
大
島
中
学
校
を
訪
れ
た
杉

本
准
教
授
は
、
生
徒
を
前
に
同
実
験

の
目
的
や
宇
宙
植
物
科
学
研
究
の
意

義
に
つ
い
て
話
し
、
宇
宙
か
ら
帰
還

し
た
ま
ま
の
状
態
で
密
封
さ
れ
た
ヒ

マ
ワ
リ
種
子
約
70
粒
を
生
徒
代
表
に

手
渡
し
た
。
生
徒
ら
は
早
速
引
き
渡

さ
れ
た
種
子
を
植
木
鉢
に
植
え
、
水

や
り
を
行
っ
た
。

日
本
か
ら
は
他
に
も
同
市
の
中
央

小
学
校
と
浅
口
市
の
寄
島
小
学
校
が

参
加
。
寄
島
小
学
校
に
は
11
日
に
ヒ

マ
ワ
リ
種
子
を
届
け
た
。
実
験
に
利

用
し
たBion-M

1

は
２
０
１
３
年
４

月
19
日
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
の

バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
か
ら
打
ち

上
げ
ら
れ
、
５
月
19
日
、
地
上
に
帰

還
し
た
。

▲大学生に学生生活や勉強について質問する高校生

陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
開
設
へ
の
協

力
依
頼
が
あ
り
、
本
学
と
同
病
院
が

共
同
運
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

津
山
中
央
病
院
は
本
学
に
寄
付
講

座
「
陽
子
線
治
療
学
講
座
」
を
設
置

し
、
同
講
座
の
教
員
を
中
心
に
同
セ

ン
タ
ー
で
の
診
療
や
研
究
、
人
材
育

成
を
行
う
。
ま
た
、
岡
山
大
学
病
院

は
「
陽
子
線
治
療
外
来
」
で
広
く
患

者
を
受
け
入
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
と
患

者
を
結
ぶ
。

岡
山
大
学
津
島
地
区
と
鹿
田
地
区
で
８

月
９
、
10
日
、「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
、
全
11
学
部
１

コ
ー
ス
で
模
擬
授
業
や
個
別
相
談
、
実
習

体
験
、
研
究
室
見
学
と
い
っ
た
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。

９
日
は
、
岡
山
県
内
外
か
ら
高
校
生
や

保
護
者
ら
約
１
万
人
が
参
加
。
各
学
部
の

説
明
会
を
は
じ
め
、
女
子
学
生
と
女
子
高

校
生
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
や
大
学
の
教
科
書

を
試
し
読
み
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
、
本
学

学
生
が
製
作
し
た
ゲ
ー
ム
や
ア
プ
リ
を

体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
高
校

生
ら
は
興
味
を
持
っ
た
学
部
に
足
を
運

び
、
在
学
生
と
交
流
す
る
な
ど
、
岡
山

大
学
の
雰
囲
気
を
満
喫
し
て
い
た
。

全
体
説
明
会
で
は
、
森
田
潔
学
長

が
本
学
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
本
学
学

生
が
受
験
勉
強
の
や
り
方
や
学
部
選
択

に
つ
い
て
自
分
の
体
験
を
話
し
、
高
校
生

ら
は
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
た
。

宇宙を旅したヒマワリ種子
小中学校に引き渡し

ロシア国際宇宙教育実験参加の杉本准教授


